
 令和５年度シラバス（商業）         学番６８ 新潟県立高田南城高等学校 

教科（科目） 商業(情報処理) 単位数 ３単位 学年（系列） 選択 

教科書 情報処理（東京法令出版株式会社） 

副教材等  

 
１ 学習目標    

商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、ビジネスを通じ、
地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成
することを目指す。 

 
２ 指導の重点 

インターネットの広がりによって、家庭にもパソコンが普及し、情報化社会の主役ともいえるコンピュ
ータを学ぶことは、現代社会を生き抜くための必要不可欠、かつ重要な要素となっています。 
1. 情報の活用能力を習得 
様々なアプリケーションソフトを利用して情報の収集・分析・活用・報告を行いながら、情報活用能力

を身につけます。ビジネスソフトとして多く利用されている表計算ソフトウェアやデータベースソフトウ
ェアに関する知識や技術を学習し、ビジネスにおいて情報を主体的、実践的に活用する能力を養います。 
2. プログラミングの基礎を習得 
プログラミング言語を身につけることは、論理的な思考力を高めることにつながり、社会に役立つ便利

なソフトウェアの開発等、コンピュータを合理的に活用する能力を養います。 
 
３ 評価の観点の趣旨 

        知識・技能        思考･判断･表現   主体的に学習に取り組む態度 
ビジネスにおいて役立てるこ

とができる、情報を収集・処理
・分析・表現するための知識や
技術を身に付けている。 

情報を扱うための知識や技術を活
用して、情報に関する課題を発見し、
解決するための思考力・判断力・表
現力を身に付けている。 

組織の一員として自己の役割を
認識し、情報に関する知識や技術を
活用して、協働して課題を解決して
いこうとする態度を身に付けてい
る。 

 
４ 評価規準と評価方法 

                 評価は次の観点から行います｡ 

 知識・技能 ａ 思考･判断･表現 ｂ 主体的に学習に取り組む態度 ｃ 

 
 
評
価
の
観
点 

 

企業において情報を扱うことに
ついて実務に即して体系的・系統
的に理解するとともに，関連する
技術を身に付けている。 

企業において情報を扱うことに
関する課題を発見し，ビジネス
に携わる者として科学的な根拠
に基づいて創造的に解決しよう
としている。 

企業活動を改善する力の向上を

目指して自ら学び，企業において

情報を適切に扱うことに主体的か

つ協働的に取り組もうとしてい

る。 

 

 
 
評
価
方
法 

 

 以上の観点を踏まえ､ 
・ペーパーテストの分析 
・観察、実習、式やグラフでの表現の
観察 
・レポートやワークシート、提出物な
どの内容の確 認 
 

などから､評価します｡  

 以上の観点を踏まえ､ 
・ペーパーテストの分析 
・授業中の発言、発表やディスカッ
ションへの取り組みの観察 
・レポートやワークシート、提出物
などの内容の確認 
・振り返りシートの記述の分析 
 

などから､評価します｡  

 以上の観点を踏まえ､ 
・ペーパーテストの分析 
・授業中の発言、発表やディスカッショ
ンへの取組の観察 
・レポートやワークシート、提出物など
の内容の確認 
・振り返りシートの記述の分析 
 

などから､評価します｡  

 

 

 

 

 

 
 
 
 



５ 学習計画 

 

月 単元名 授業時数

と領域 

教材名 学習活動(指導内容) 評価の

観点 

評価方法 

4 

5 

第１章「企業活動

と情報処理」 

第１節「ビジネス

と情報」 

 

 

第２節「コミュニ

ケーションと情

報デザイン」 

中間考査 

１６ｈ 

 

 

 

 

 

 

１２ｈ 

教科書 ・情報を収集・処理・分析して

表現し，活用することの重要性

について学びます。 

・情報処理に関わる職業や仕事の

概要など情報システムの概要につ

いて学びます。 

・情報を分かりやすく伝達するた

めに必要な情報デザインの重要性

などについて学びます。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ワークシー

ト（記述の

点検） 

 

6 

7 

第３節「情報モラ

ル」 

 

 

 

第２章「コンピュ

ータシステムと

情報通信ネット

ワーク」 

第１節「コンピュ

ータシステムの

概要」 

 

 

 

期末考査 

 

１６ｈ 

 

 

 

 

２４ｈ 

教科書 ・情報技術の進歩や情報が社会

で果たす役割と社会に及ぼす影

響，情報に対する個人と企業の

責任及び情報を取り扱う際に留

意することについて学びます。 

・コンピュータの基本的な機能

と構成，コンピュータ内部にお

けるデータの表現及びコンピュ

ータ内部でデータが処理される

仕組みについて学びます。 

・ハードウェアとソフトウェア

の種類と機能及びオペレーティ

ングシステムのファイル管理の

機能を活用する方法について学

びます。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ワークシー

ト（記述の

点検） 

 

9 

10 
第２節「情報通信

ネットワークの

しくみと構成」 

 

 

 

 

 

第３節「情報通信

ネットワークの

活用」 

 

第４節「情報セキ

ュリティの確保」 

 

中間考査 

 

１２ｈ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ｈ 

 

 

 

８ｈ 

教科書 ・ハードウェアとソフトウェア，

LAN の基本的な仕組み，クライア

ントサーバシステムなど LAN の

構成，インターネットの基本的な

仕組み，有線と無線によるインタ

ーネットへの接続形態及び通信プ

ロトコルの役割について学びま

す。 

 

・ウェブページを活用してビジネ

スに関する情報を検索・収集する

方法などについて学びます。 

 

・コンピュータを使用した犯罪の

防止に関する法規の概要について

学びます。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ワークシー

ト（記述の

点検） 

 

11 

12 
第３章「情報の集

計と分析」 

第１節「ビジネス

と統計」 

 

第２節「表・グラ

４ｈ 

 

 

 

 

 

４ｈ 

教科書 ・統計的手法などを用いてビジネ

スに関する情報を分析することの

重要性及び全数調査と標本調査の

意義と特徴について学びます。 

 

・表やグラフを用いて伝えたいこ

とを表現する方法について学びま

ａ 

ｂ 

ｃ 

ワークシー

ト（記述の

点検） 

作品の制作

（行動の確

認） 



フの作成と表計

算ソフトウェア

の特徴」 

第３節「情報の分

析」 

 

第４節「問題の発

見と解決の方法」 

 

 

 

 

 

 

４ｈ 

 

 

 

４ｈ 

 

す。 

 

 

・目的に応じた適切な表とグラフ

を作成する方法について扱い，ビ

ジネスを想定した題材を用いた実

習を行います。 

・情報の整理及び PDCA サイクル

による企業活動の改善について学

びます。 

1 第４章「ビジネス

文書の作成」 

第１節「文章の表

現」 

第２節「文書作成

ソフトウェアの

特徴」 

第３節「ビジネス

文書の種類と作

成」 

 

 

 

 

４ｈ 

 

 

４ｈ 

 

 

８ｈ 

教科書 ・伝えたい内容を簡潔に分かりや

すく表現するとともに，適切に敬

語を用いて表現する方法について

学びます。 

 

・ソフトウェアで文書を作成し基

本操作について学びます。 

 

 

ａ 

ｂ 

ｃ 

作品の制作

（行動の確

認） 

発表の様子

（行動の確

認） 

 

2 

3 
第５章「プレゼン

テーション」 

第１節「プレゼン

テーションの技

法」 

第２節「プレゼン

テーションソフ

トウェアの基本

操作と活用」 

期末考査 

 

４ｈ 

 

 

 

 

 

４ｈ 

 

教科書 ・趣旨を正確，簡潔に伝える話の

構成など、プレゼンテーションを

行うための技法について学びま

す。 

 

ａ 

ｂ 

ｃ 

発表の様子

（行動の確

認） 

作品の制作

（行動の確

認） 

                              計 140 時間（50 分授業） 

６ 課題･提出物等 

課題やレポートの提出があります。 

単元ごとに、振り返りシートを記入し、提出することとなります。 

長期休業中の課題は別途指示します｡ 

 

７ 担当者からの一言 

・ビジネス社会での情報の基本的な役割を理解するとともに、基本的な処理ができるよう継続的な

学習を身につける努力をしましょう、 

 


